
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

西予市家庭教育支援チーム 

 （呼称：せいよ家庭教育・子育て応援グループ） 

 

②活動拠点 西予市教育保健センター 

③活動範囲 西予市全域 

④組織体制 

 

  １０ 名 

（地域コーディネーター１名、元教員２名、元保育士２名、子育て中の母親２

名、保健師１名、学校教育課指導主事１名、まなび推進課担当職員１名） 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

西予市教育委員会まなび推進課 

（TEL）0894-62-6415 （E-mail）manabisuishin@city.seiyo.ehime.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（親子で参加する交流イベント） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・相談業務 

電話でいつでも相談を受け付けられる体制を整えている。 

・親子参加型イベントの開催 

自然体験・・・親子で山へ登り自然を活かした遊びに挑戦する。自然体験



をとおして身心の発達を促し親子、参加者のコミュケーション

を図るとともに、参加者同士が気軽に家庭教育について話

す機会を提供する。 

トランポリン・・・トランポリンを利用して、バランス感覚や運動量の確保、ス

トレス発散などとともに保護者相互の親睦を図る。 

・子育て・親育ち学習会の開催 

子育てに関する学習会を開催。食育やネットやゲームとのつきあい方など

その時々にあったテーマで講師を依頼し学習機会を提供している。 

・「親の力」を学びあう会の実施 

幼稚園や保育所などへ出向いて行き、生活習慣や子どもとのかかわり、睡

眠の大切さなどについて、親子で一緒に学ぶ機会を作っている。 

・子育て交流サロン 

市内５か所で、子育て中のお母さん（親子）やお母さんになる方などを対象

に手遊び歌や紙芝居を楽しんだ後、グループになり日頃の子育ての不安

や悩み、楽しみや喜びなどについて、ゆっくり意見交換できる場を提供して

いる。 

・子育て応援情報紙の作成・配布 

子育てや健康等に関する情報、「親子共育」をテーマにした子育て中の保

護者の声、活動についての紹介などを記事にし、市内活動拠点の学校、保

護者を対象に配布。 

・定例会 

月１回、グループ員が集まり定例会を開催している。情報共有やより良い

活動に向けた協議をしている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・学習会、サロン、親子イベントの参加者からは、参加してとても良かったと

好評を得ている。 

・アンケートの結果からは、「みなさんの体験を聞かせていただいて良かった

です。」「こわごわだった子どもが、みるみるうちに慣れて、笑顔でトランポリ

ンやマットをしている姿を見ることができよかったです。」「普段、ゲームば

かりして過ごしているので、山のイベントに参加することができてよかっ

た。」といった感想をいただいている。 

・イベントや学習会を通して、参加者同士が子育ての不安や悩みを共有しつ

つ課題解決に向けた話し合いをする機会を提供することができた。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


